
令和 8 年 7 月 13 日

○ 施策の概要

１．前年度（評価対象年度）の当該施策の目標

２．投入コスト

３．施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果
重
点
事
業

４．評価対象年度の主な実施内容
・中高生によるCOCORUかまくらの運営委員会を継続し、「こんなイベントをしたい」、「こんなことをしてみ
たい」といった意見を踏まえ、イベント「大人と話そう会」の企画や周知チラシ「かまぼこ通知」発行を行うな
ど、若者の声を生かした青少年の居場所の運営を行った。
・中高生による実行委員会が中心となりCOCORUかまくらのオープニング１周年イベントを開催した。
・若者の自習スペースわかたまを、市内６箇所で引き続き実施し、青少年の居場所の充実を図った。
・放課後かまくらっ子推進部会や、統括責任者会議、ワーキンググループ、シンポジウムなどの開催を通し
て、こども達の放課後の時間の充実に向けた取組を実施した。
・放課後かまくらっ子にて、大学生や中高生も関わったプログラム（和太鼓体験、将棋体験、お兄さん・お
姉さんと遊ぼうなど）を実施した。

※実施できなかった事業とその理由

こども-13 青少年会館管理運営事業 22,987 27,064 50,051 現状維持 Ａ 現状維持

こども-12 育成事業 14,165 41,417 55,582 拡充 Ａ 拡充

事業
評価

貢
献
度

最終
評価

こども-11 放課後かまくらっ子推進事業 1,668 16,290 17,958 改善・変更

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

Ａ 改善・変更

事業費 24,276 29,981 28,932 34,961 44,915 38,820

84,771

総事業費 68,652 95,766 99,004 103,055 126,144 123,591

人件費 44,376 65,785 70,072 68,094 81,229

主な取組

（１）青少年の居場所づくり
　多様な体験・活動や多くの人々との関わりを通じて、青少年が自立・参画・共生していく基
礎を育むことができる居場所づくりを支援します。
（２）地域の担い手となる青少年の育成
　地域で青少年を育成する風土を醸成するとともに、将来の地域づくりの担い手となる青少
年の育成を目指し、発達段階に応じた社会参画の機会を創出します。

・鎌倉青少年会館を、中高生により構成された運営委員会の意見を聴きながら引き続き運営し、中高生が
自分たちの居場所と認識しより関わりを持ちたくなるような居場所として充実させる。
・放課後かまくらっ子が一つの居場所となるよう、引き続き大学生及び中高生の参画を推進していく。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

令和８年（2026年）度施策評価シート

評価者 こどもみらい部長　柴田　直慧　

総合計画上
の位置付け

分野 4-(4)　青少年育成 施策の方針 ４-(4)-①青少年の育成・支援

目標とする
まちの姿

　青少年一人ひとりが多様な体験や活動を通じて、夢や希望を持って様々なことに挑戦し、
多くの人々との関わりの中で地域を支えられるような大人に成長しています。
　地域に青少年が集うことのできる居場所や社会参画の機会・仕組みが整っています。
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５．成果指標

６．「施策の方針の成果指標」の達成状況等を踏まえた施策の達成状況の分析

７．主な実施内容と施策の達成状況の分析を踏まえた評価
※主な実施内容と目標とするまちの姿の関係（達成状況とその理由）

　「施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果」における貢献度の分析

８．今後の方向性

・中高生の居場所COCORUかまくらを運営し、若者が安心して過ごすことができる場所を提供することで、
目標とするまちの姿の「地域に青少年が集うことのできる居場所」の整備に貢献した。
・市内６箇所でのわかたま実施により、若者を中心とした自習等ができる居場所が整備されている。
・放課後かまくらっ子に大学生、中高生が参画する機会を創出することで、地域で青少年を育成する風土
を醸成し、目標とするまちの姿の「地域を支えられるような大人への成長」に貢献した。

鎌倉ミライ共創プラン2030　該当施策 2-2　こども・若者

　年齢や発達の程度に応じて、こども・若者が主体的に学び、育つことができるよう、体験や遊びを通じた
学びや交流の機会の場づくりを進め、こども・若者一人ひとりが安心して過ごせる居場所や体験を行う機
会を創出するため、COCORUかまくら、わかたま及び放課後かまくらっ子を引き続き実施していく。

成果指標①
・放課後かまくらっ子利用児童が、小学校卒業後も放課後かまくらっ子サポーターとして関わっているほ
か、地域の中学校や高校との出あい・つながりが継続している。
成果指標②
・大学生による放課後かまくらっ子への参画は、認定ＮＰＯ法人鎌倉てらこやとの協定等によって、目標値
に到達しており、本施策によって青少年の社会参画の機会・仕組み作りに一定の効果が得られている。
成果指標③
・目標値は達成しており、青少年の居場所づくりが寄与していると考えられる。

％

5

目標値 5.0 5.0 4.0 4.0

1.0

達成率 100.0% 250.0% - 200.0% 150.0% 300.0%

3.0 3.0

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

％

成果指標③
居場所に関するアンケート調査において「居心
地の良い場所があるか」との問いに対し「いい
え」と回答した割合

出典
所管課調べ
（二十歳のつどいアンケート）

初
期
値

令和２年度 年次 令和２年度 令和３年度

％
令和4年度は中
高生を対象とし
たアンケートを
実施

実績値 5.0 2.0 未実施 2.0 2.0

1,412100

目標値 160 200 200 230

1,929

達成率 100.0% 350.0% 400.0% 649.1% 613.9% 771.6%

230 250

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

％

成果指標②
放課後かまくらっ子の推進支援に参画した大
学生の数

出典 所管課調べ

初
期
値

平成31年4月1日 年次 令和２年度 令和３年度

初
期
値

人
実績値 160 700 800 1,493

70 100 100
人

実績値 未実施 9 88 193 393 294

達成率 - 18.0% 125.7% 275.7% 393.0% 294.0%

30

目標値 50 50 70

令和元年８月31日 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度

成果指標① 放課後かまくらっ子に参加した中高生の数 出典 所管課調べ

令和５年度 令和６年度 令和７年度 単位 備考

112


